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宣 ∴ ∴ 土 十 ㌦
江戸時代初期の金川町絵図

















域である場合,それだけ研究価値が増大する｡そうした観点から在町 ･陣屋町 ･河岸町 ･不受不施
派の本山妙党寺のある御津郡御辞町が対象地に遺定言れることとをったD ｢在町の近代化｣という
項麿が選ばれたのもそうした理由からであった｡
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醗査地として選んだ御津町は,昭和 28年4月に金川町ほか6町村が合併して発足したもので,
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第 1章 御 津 町 の成 立 と現 勢
第 1節 位置 ･地勢 ･広ほ う
御津町は昭和28年 4月 1日,御津郡牧山村 ,字鹿討 .金川町,字甘西村及び赤磐郡五城村 .




日)位置 :御辞町は岡山県の中部に任し,御酔郡の中央にあD.その位置は北緯 54度 42分 ,
東経 155度 12分 .標高 59･21米である｡
東部は赤磐郡青井町 .山陽町に接し南部は岡山市及び御津郡津南町に .西部は吉備郡足守町に ,
北部は御津郡建部町及び加茂川町に接している｡







東西 12.55RⅢ 南北 17.20Ⅹ皿




山 林 8,818 Ila 75･9葬 宅 地 120･811a l10多
田 1.05O h･a 8.8飾 その他 1.,69419ha 14･2帝
畑 24515ha 211多
- 1-
御浄町はその周囲を200- 500mの山 に々囲まれ ,盲備高原の南端部辺に位匿しているD
金山は郡 500mに達し,高原と岡山平野を区切っているo金山は歴史的にも興味深い要素を
もち.自然的にもまたそ)である0時にその植物は多く,県北にしかみられない高原性の植物も



























































第 5節 関係 町村 の沿革
1 牧山村の沿革
御幹部の中部に位し東は赤磐郡葛城村 ,西は手垣村 .野谷村 ,南は岡山市 ,北は葛城村に接





御韓郡の中部に位し.束に赤磐郡葛城村及び牧山村 .西は吉備郡岩田村 ,南は牧山村 ,野谷




御津郡中部に位し束は赤磐郡玉城村 ,商は建部村 ,手甘東村 ,南は手垣村.北は赤磐郡竹牧


















御津郡の中部に位し束抜手甘東村 ,建部村 ,酉は菅備郭福谷村 .商仕手甘茶村及び曹備郡岩
しとク





































本町は人口- I人,戸数仙 ,面積 119,290平方粁把わたる区域である｡その産
業別の人口構成は,第一次産業 人.第二次産業 人 ,第三次産英 人であって











(fD 公民飴の新築 的 耕土培蕃事業































又 .消費的経費の歳出総額中に占める割合は .合併前 84車であったが ,合併後第 1年直にを
いては 55率と29啓綴じ弟 2年産把かL^て 52帝と52年賦じているO
次に .款別歳出の状況をみると内部管理事務に零した絶賛(諸会費 ,役場費 ,統計調査糞 ,選
挙焚.公債穀etc.)は合併前 2a7卓であったのが合併後弟 1年度にかいて 20･玉串 ,2年
度 17.9車と漸減 し.もっぱら住民へのサ-ビスのための軽費 (土木韓 ,教育史 ,社会及び労
働施設費 ,保健衛生喪 ,産英経済資等)は著しく増加しているO (大山 正治)
-7･-
第 2章 地 理 的 環 境












在って ,西部がかなり若叫輪廻の高原地形であるのに比して ,東部は ,比攻的風化没蝕のす
すみ易い花輪岩地質とあいまって,かな.り従順な丘陵状地形を皇 している｡御津町内を放れ ,
河谷を刻んでいる諸河川には ,旭川本流 ･辛甘川 ･新庄川 ･三谷川などがあi).町の東部を
南沢する旭川壮中国山脈にその源を舞 し,束耽する三谷川 .西托する新庄川を合し,更に上
房郡桝形山に果した字甘川は町の中央部を貿流 して ,新庄川と共に大字金川にかいて旭川に












































































































































2 - 1 第 1 衰 (久師井 地 内 ) 昭和 41年
最 軟 援 山 粘 土
茶 軟 緩 小砂含粘度
水位 ＼＼l 7K l正 水位
4~ 鳳 渦 枯 小 ′｣＼ / 小 砂 含
5 冊 臣 石 砂 茶 硬 麻 ′｣､ 抄 混




























































































氷河作用によったものではないか として ,低地氷河の夷在を仮定する説もあるoレげ れにして








75億 て竹薮へ虚ける断層船である｡四番目は烏越山の酉斜面を通 って旭川沿いに南下し,野 々
口にいたる断層で77_番目は銘瓶峠から上ノ山を経て,大月へ抜ける断層静である｡
(EI東 北 部 の 山 地
御揮町の東北部は,島越山の粘板岩紫の地史 を境 に しその東部 は一面 .花南岩質の地質














第 2節 気 候
1･御津町円の岡山地方気象台のデータがないため.町の北と南の福渡と岡山の気象データを,津
山も加えて,ここに赦せる｡
2- 2 オ 1表 昭和 5 9年 (岡山地方気象台鞘へ )
津■ 山 福 渡 岡 山
平均気温○C 降 水丑 hEDE 平均気温-C 降水丘 pz流 平均気温■C 降水丑 hLgL
1 月 4.0 96 一.5 95 4,8 70
2 月 2.6 74 2_7 85 5.0 75
5 月 5.7 78 5 7 -65 6▲4 51
4 月 1占.占 281 1d.8 177 17.1 142
5 月 18.8 68 1a 1 81 1& 1 4?
8 月 20.9 225 21_1 195 21.2 171
7 月 2占.8 289 2i 4 10(ら 27.0 156
8 月 27.9 98 27.6 110 28,2 84
9 月 22.8 205 212 224 25,3 175
18 月 15.8 92 1i 4 105 16.5 102
11 月 9.1 71 10,1 65 10.1 50
12 月 5.0 22 5.6 19 5.9 14
2-2 オ 2表 気取 および降水丑の差 (昭和59年)
津 山 気湿差 降水丑差 福 枚 気泡董 降水丑差 岡 山
1 月 / -0.5 + 3 / -0_5 + 25 〟
2 月 / -0.1 十 9 / - 0.5 -8 /
5 月 一ク 土 O 十 15 〟 - 0.7 + 14 /
4 月 ノク -0.2 十24 〟 - D.5 +55 〟
5 月 〟 -0.1 十 7 ◆ 士 0 十 12 /
6 月 / - 0.2 +SD ク -0,1 +22 〟
7 月 ･ク 十 0.2 + 185 ◆ -0.4 -50 一ケ
8 月 〟 +0.5 - 12 Q -0.a +26 ク
9 月 / -0,4 -19 〟 -0,1 十 49 /
18 月 / - 0.占 - 15 ◆ -.0.1 + 5 /























2-2 オ 5襲 昭和 5 9年 五城営 林署首畑調べ
＼､＼ 気 温 ○C 降 水m hm子.T!-i匪 卑午 前 9時 最 高 l J止 低
1 月 -0,2 10,2 - 1.5 74 70
2 月 - 0.2∠ a2 - 2.1 75 77
5 月 5.2 12_7 - 0.2 70 52
4 月 14,2 25,5 ll,5 72 155
5 月 1d.7 2占.5 10.5 ム5 49
ム 月 19.a 27.5 15,A 70 214
7 月 24.9 51.5 21.9 74 151
8 月 26.7 54.5 22.8 75 111
9 月 21.8 29.0 18,7 85 224
10 月 14.5 22.5 10.4 81 112
11 月 ll.A 17.2 4.1 85 57



















2- 2 オ 4表 岡山 と五城 の救高 澱 低気温 (昭和 59年)
岡 山 五 城
日長滴気温'C 日恩低気温●C 日杏高気温○C 日量低気温'C
1 月 10 0.1 10.2 - 1.5
2 月 ‡ 8 - 1.1 8.2 -2.1
5 月 ー2.5 8.4 12.7 --0.2
4 月 22.4 12.5 25.5 ll.5
5 月 25,5 12_2 2占.5 10.5
占 月 26,5 1占.占 27.5 15.6
7 月 51.8 22.9 51.5 21,9
8 月 55,占 24,1 54.5 22,8
9 月 28.1 1?.5 29.0 18.7
10 月 22_0 ll.8 22.5 1ロ.4












初席は平年は 11月8日頃だが最早降霜日は 10月末にはもう降りているo最遅降柘日は 11
月の末日と最早時期に比して一月の差がみられる｡































(浅 野 健 一)
第 5節 土 地 利 用
1, 土地利岡の現況
(1) 土 地 利 伺
耕地率は県平均 (1715序)より低 く,田 97519ha,畑 142.2ha,樹園地 80.1ha,
その他5ha,計 12012血 で9.9年であl)山林率は非常に高い0
2-5 才 1衰
区分 耕 地 .'tF:
田 虎 囲 地 畑 l計
毛田 毛田 禰し硬を田 小雪† 果樹園 慕嵐 莱園 その他 小 l吾十 普1過畑 その他 小計
両税 ha407.9 5占7.0 1J】 9759 88.1 - 1.2 lB 85.1 142.2 142～1,201.2
比率LS) 41.8 58.1 0_1 10081.2 9ふ4 1.4 22 1【〕07. 100l 1tOOlll.8 100,09.9
区分 草也 山 桝 林 宅 些｣ その 令計
国有 公有 私 有 林 計 住宅 工場数 計有 部落
林 林 林 有柿 地 也 他
面 441 1,157 12占 dJ]9占 1,431 87?a ･114 5 117 19.18712p71
























次に仏 経面概 142haで耕地市税の 12かこすぎず,全土地に対しては 112率と非常に
狭少である｡戯田,花村開拓地 .大坪の如 く,高度 508の以上の地域で畑作が行われている




畜産 15率,果物 15帝,次に野菜の 7%,以下コ:芸作物,糞数と続くのであるが,畑作物と
しての野菜の存在は,たまねぎ,西瓜 つぐねいも等に負うところが大である｡
働園地は全耕地の 7帝で85･lhaであるoそのうち果樹園は8D.lhaで働園地の96.4




ということができる｡塩基ブ ドウの卓越している地域は,大坪 ･吉尾 ･国ケ原 ･伊田･草生,
そして,字甘西 ･東の両地区,露地ブドウのそれは,河瀬 ･小田地区である｡温室ブドウの卓
越している地域は当町南部のいわゆる市部果樹地帯に多く分布していることがわかるo温室に
よるブドウ栽培は非常に集約的であI),その導入は昭和 2-5年に 菅尾 と乎虚 - , 遅れ
て国ケ原 ･十谷へ そして,昭和 10- 11年から加温が始まった.導入における土地利岡の
変化として,吉尾では米 ･宏一温室ブドウ,国ケ原では畑→水田-温室となる｡以上は平地に
















昭和 40年度の人工林は202ha,天触林,･422ha でその割合は手と割合いに副 ､O
この1年観に新殖した廃家は 145戸で.両横 26haである｡林産物の総売上金額別鹿家数
をみると, 1･59占戸のうち1,568戸 (8占帝)は林産物の販売はをh o lO万円未満･








宅地は,住宅地 ･工場数地含めて 117hD で全土地の1かこ当たる｡町の中央の金川は役









? ? ?? ? ?
? ? ? ?




? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?





2-5 才 4図 大坪の土地利開
(2) 規模別農家戸数と専棚 家
昭和 59年匿の経営規模別段家戸数を表わすと次のようになる｡
2- 5 才 2表 経 営 規 模 別 出 家 軟 (19占4)
ナシ ,温室ブ ドウ
区 分 507-ル以 下 5D～50 50-7070-looleo-,150一eo-200-200-25025D以上 倉 吉†








2- 5 オ 5表 兵 家 の性格 区分 分数 (1964)
区 分 専 菜 オ 1秤灘業 牙 2棟耗桑 合 言I
鹿 家 数 281 818 858 1.957
琵 御弊郡凝家馳査表 御 津町)
上の表を昭和 57年鑑a)と比べると,組 家教 2,055戸,寄集農家 447戸 (22･0飾)I
オ 1社報集鹿家805戸 (59.8飾),オ二種兼拙 家 78 1戸 (5a 4年)から上の表のよ
うに変化していることがわかる. この脚 こ曲家は 76戸,専業農家は 16占戸と大幅に族少し,
オ 1笹 ･オ 2種兼集農家はわずかに増加している笹匿であるが,その割合は,オ 2種東巣虚家
が牙 1種兼兼農家より多くなっている. 1粍良家は50a- 800の経営耕地をもっている及
家に多く, 2種農家は500以下のそれに多い｡又,戯産物総売上げ金額規換月椴 家戸数は牙
4表のようになり,放家の 1割弱は販売がなく,20万円未満が全休の 7115飾, 2D万円から
50万円が 25.5車, 50万円以上が ま1多となり, 2 0万円未満の虚家の全体に占める割合
は非常に高いoこれには自家消掛 ま含 まれていないとしても,農家の収入は低いので,必然的
に米兵化が進行する.兼英は,林巣 ･土木 ･その他自営米英が主で,凝集だけに従前するのは
20- 25オに 1番多く, 1占～ 40オまでに多く分布しているo及菜を主としているのは,
25オ以上に平均して分布している0
21 5 牙 4表 座 産物 総 売 上 げ金額 規 模 別 盤 家数 1964
区 分 士 5 7 合 言†I賢 ㍗ 5万円未 満 5 ～1_0万ヨ10-2 万円 20-5万円 50-万円 0-7 万月 0～1 万円 10万以 上




2-5 オ 5式 主 要 作 目の生 轟 状況 (昭和 57年)
作 物 別 栄 麦
種 別 関係農家数 作付面郁ha 生 建立 i 閑職 家数 !作付面&-ha 生 産丑 f
1,98 2 i 925 5.4占1 1.725r 592 1,058
作 物 別 温 室 ブ ド ウ 鵜 卵
種 別 関係鹿家数 作付両横 が 生 憂丑 f 関係姓家数 飼肇羽数羽 生産 見 よ
江 迎井併進改曹轍 計画督 58年5月
昭和57年までは,裳を除いて他は僻邑剛こ伸びているが,温室ブドウと鞄卵は米の漸進的な
伸びに比べて急速である｡しかしなが ら,昭和 40年ではブドウの作付面Ll(.は増加しているが,
米 ･衰 ･鼎卵は淑少している｡姓薬生産の動向としては,増反され る作物は果埼 ･野菜 ･飼料






2- 5 オ d表 土地 利 開計 画 (昭和 45年)
区分 耕 地 牧 野毛Bj 毛班 小吉I 果据園 秦園 小舌† 普過畑 その他 l ′J､吉†
面 柿 ha 592 454 84占 299 299 154 ｣ 15占 1.28ー 50 57
区分 山 林 t 宅 地 その他 ∠ゝ【コ吾十国有蘇 公宿林 私 有 膏† 臣宅也 工場敷地 計私有林 部落慕





の 85.1haが計画年には299ha と5.16倍になるOこれは, 57年の耕地に対する両統比
7渉にくら-q 計画年のそれは 15.5帝になるOこれは,当町が曲茶棚温故巻繊 によって果
樹我培,とくにブドウ栽培に安定軸 家の増加を計画していることを示すO山林は国有林の
就,i?,部落有林の増加が計画されているO宅地は工場敷地の増加にともない増加するo以上が,




菜作の振興 (トマト･キュウ1)･イチゴ ･タマネギ･･) ･粟 ･しいたけ栽培 ･畜産経営の安
定化 , 5. 安定秘薬鹿家の育成である｡





2-3 牙7表 皮 置 物 生 産 計 画 (昭和 45年)
＼ 栄 衰 雑 穀 そさい 果 実 工 芸作 物 わ ら工 晶 畜産物 家 畜生 産 その他
両 税 ha 755.7 272,8 5dD 258.0 -
生資丑 E3 5,617.760 52720 -
江 御津町良薬振興計画 (S･57年)
この熟こよると,米は牙 T表と比べて,面税約 220jw 滅,少. しかし反収は以前の6- 7俵
の段階から8俵と増加,生産丑は上回ることになる.蒙は小安 ･裸麦が主であるが,作付面積
は半淑するO雑穀も同様である｡疏菜は大幅に増加,つぐね芋･トマト･玉ネギ･椎茸と7-


















































経営規税別 薄紫菜別に考えてみよう｡オ 8襲により,鹿家戸数はオ 5表に比べ28戸の叔少
2-5 才8表 予 想 嬢 家 戸 数 (S･45)
専兼美別良家 戸数 経 営 規 模 別 農 家 戸 数
総 戸 数 専 業 オー種 牙二種 ～ 5反 5- 5 5-10 10～15 15～20 20-
1∴929 500 757 875 500 400 800 289 20
任 御津町良薬振興計画 (S･57.5)





(馬 場 敢 )
ー 54-
第 3葦 集 落





























5- 1 才 1表 戸 数 の 動 態
i 昭和 1 0年 昭和 4 0年 増嬢 の車
鼓 田 5 8 戸 2 6 戸 52%
大 坪 2 D 2 0 0
藤 尾 5 6 2 5 51
















の間に性虚業経営にも相連が見られ ,前者は専業化 ,規模の拡大 ,果樹 ,工芸作物などへの依





五貿商の耕地総面掛 ま= 8反で,一戸平均の皿は▲5:a8反 となt).御津町全体の田の平均
- 56-
5- 1 才 2表 耕作両横 と畑作率
戸 数 耕 作 市 税l 臼 の 平 均 畑 の 平 均 畑 作 事
御 粋 町 2.096 ll.924飼 4.65飼 8,75伝i 112愉
立 田 55 215 4.48 1.97 50.5
勝 尾 29 250 7.62 1.00 ll.占
間 瀬 2 1占 7.00 1.0(〕 12.5
大 坪 20 139 4.90 2.05 29.5




休で 1ま2帝となり五部落ではその平均が 22J 車となるo中でも謙臥 山亀 大坪集落はそ


















511 才5表 経 営 規模 別卑衆桑 戸数
経 営 規 模 戸 数 専 菜 兼 集 エ 米 菓 Ⅱ 兼 薬 客
5 反 未 満 占 4 0 2 55.5帝
5 - 5 反 10 占 5 1 40.
5 - 8 反 57 28 8 1 24
8 - 1 町 25 16 占 5 5占
1 -ー 1.5 町 12 12 0 0 0
五 部 落 計 90 dd 17 7 26.7
御 津 町 全 2,096 552 1,011 555 75.7
注 昭和40年必家台帳より作成
他ない｡




5- 1 牙 4表 部 落 別 氷 菓 点 家 教
立 田 大 坪 勝 尾 山 王 間 瀬 計
専 業 20 1～) 21 占 0 d6







5 - 1 オ 5表 経 営規模別 のL:薬所 得 階層
90飾以上 ?0-50% 50- 104 10帝以下 経 営 規 模
D 1 2 3 5 反 未 満
5 5 ! 2 0 5 - 5 反
18 15 4 1 5 - 8 反
10 15 1 0 8 - 1 町
占 d 0 8 1 一一 1.5町




5- 1 牙 6衷 現 金 収 入 階 層
10万以下 10-5t)万 58万以上
5 反 未 満 6 0 D
5 - 5 反 8 2 0
5 - 8 反 24 15 1
8 - 1 町 7 15 0
1 - 1.5 町 2 10 0
注 昭和 40年溢家台帳よl)作成
部落別にみた曲集所得の階層を表7からみると,全収入の90啓以上を農業所得に求めてい





51 1 オ 7表 部 落 別 点 薬 所 得 階 層
90啓以上 ' 90-50帝 50- 10% 10車以 下 計
飯 田 4 22 4 5 55
大 坪 1占 1 2 1 20
勝 尾 12 14 5 0 29
山 空 5 1 0 □ 6




5- 1 オ 8表 部落別 現金 収入階層
10万以下 10-50万 50万以上
銀 出 22 I ll ｢ - 占~
大 坪 占 15 1
勝 尾 12 17 0
山 空 5 1 0









































































5- 1 オ 9泰 山空娘笛 の人 口動態
氏 名 転 出 前 の 転 出 先 転 出 時 転 出 後 の散 薬田 畑
A 8 8 畝 50 畝 中 泉 昭 和 5 9年 農 兵
a 70 畝 2 0 畝 中 点 昭和 5 6年 曲 集
C 不 明 不 明 軽 部 昭和1- 5年 盛 典
D 40 畝 20 畝 中 泉 昭和 ー 5年 曲 集
E 51 畝 21 畝 金 川 昭 和 5 7年 商 業
F 不 明 不 明 神 戸 大 正 末 教 員
8 41 畝 1 畝 中 泉 昭 和 2 5年 点 薬
H 59 畝 12 畝 中 泉 昭和 4 0年 鼎 夷
Ⅰ 43 畝 12 畝 中 泉 昭和 5 3年 凝 集
注 昭和 41年7月 聴取りによる○
(CJ曲菜経営の英彦











田稚時に 2- 5日使っているO最近貸労伽 エムえたというoLかしそれは解明通じて50日
～ 48日くらい魚閑期にあるだけである｡
(2)大坪集落の政美
(A) 立 地 条 件
- 45-



















































































和 54年の 1dhaをもって減少し,昭和54年鑑まで化炭収された面横は' 10,244haとな
- 47-
っている｡ (別表窮 1表参照 )
5- 1-第 1真 鯛柘用地取禍芙繍表 (年鑑別)
国 民 国 民 . 国 民 氏 氏 国 民 国 民 氏 国 民 氏 民育 国 民有 有 氏育有 有 有 有 有 有 育 育 有 有 有 有 育 有 有 有
<第 1裏> 〔19dl.舶柘 (岡山腺 )よ17〕
-48-
そして鵬柘地政は,主なるものだけでも125を教えている｡そして入植戸敏及び人口は,






5- 1 第2東 岡山妹開拓段家戸政及び人口表
年 次 戸 数 盟 女 人口合計
25 2.284 2.695 2.088 4.785
28 2.095 乙574 2.251 4.807
55 2.085 2.710 2.455 5.155
58 1.752
5-1 第3表 入植者前職比率









のは士朗 査と土壌改良辞半があ9相当授立っているO これらは共に,昭和 27年以前にも
行なわれていたが,伺年別足された耕土培痕 によって強化されている｡伺山県でも県下 1
25の開満地につい ての土塀調査は昭和25年から54年までの間に行なわれ土壌改良卒業
も昭和 26年よ9行なわれてお9昭和55年までに鼎盤面威 5.717町 (廉下入植耕地吾場 面









はそのほとんどが ｢非常vcみじめな生活｣ ということができるであろ うQ このこと吐第 4表
の示すごとくである0
5-1 第 4黄 点家所得比収賓 (昭和 54年鑑 )
1961.開拓 (岡山県)よb
年 佃平 均所得 係 数 平 均 家 計 褒 係 数
- 般 農 家 555.251円 100 510.427円 100




















5-1 第 5衷 花村,土倉山年鑑別人風 離村戸薮
- 花 村 土 倉 山
年 鑑 入 雌 村 差引現在 入 植 碓 村 差引現在
昭和21年 1 2 1 1 I ー
22 a 7 1
25 52 lD 2













えている｡そして昭和 27年耕土増肇鋲の'BIl定によって, この両地区に対 しても駿性土盛改
良車糞が行なわれたD(第7表彦根 )
5-1 第 6表 花村,土倉山開拓地土壌分類
地区名 百 貨 地形 嘆 高 傾 斜 i g 酸性程監 土性 】盃蓋欠乏の 程 匿 燐薮吸入系 政
花 村 花尚岩 山地 2:0,7m 5- 015 非火山灰 卓 砂賓 塩基欠乏 午
土倉山 花繭岩 山地 200-5 0 5-一10 非火山灰 感 項盟 壕基欠乏 中
- 51-
5-1 窮 7表 年鑑別土壌改良面虚血に邸叢や
地 区 耕地訂一画面 戚 昭和 26年 27 28 29 50
蛸 幹(花村,土倉山奥山狭堂 ) 24 改良面横-T_]i糞 蚊 5117B90 248000 7155き7
岡 山 県 4aO58I 改良面威 226.9 507 dd2 442 588.5




土地に鯛 しては花村におV,て昭和 25年度末までに入店は終った (後 2戸入れかえ )のである
が,般初 2町7反平均忙払い下げられた土地について昭和 27年制定された曲 嘘 東 17条に上
9昭和 52年上 り57年にわたって蛸拓財産完成後検査が行なわれた0人億者 にとってこの後査
忙合格することによって実廃に払Vl下げ られた土地が自己のものとして所有で きるということで
斜頚姓家は昭和 50年前後より崩i6却業が.店先化 したので魯D,この綿布村のクライマ ックス
ともいえるものが,昭和54年前後であった｡ しか し,地理的地点的に恵まれぬ土地であったた
め般高時において10戸だった花村踊拓地では,昭和5占年上9雌村盛家が続 き郎許ロ41年現在
ではその半政 5戸に減じている｡またその倒昭和 55年には 1戸 10月に土地等売渡通知番に記
成された用途に供することをやめる届出を出し-監大l坂に低出 したが,都会の生活にたえられず
何年 12月その届出の額b下げを申諭し再入鹿をした者があるが, これに対 し御舟町曲業委且全
血に朗妬組合の決定は再入植没家の搬知坊あてに申請 された届出むに虎え られた意見番にみられ
る如 く'かな9さびしいもので4)9当時の朗拓曲家の網柘に対する気痔が示されているものの一
つであろう｡ (資料 1- 5 参蛸 )






51 52 55 54 55 計
2 2 18.0
44240 46.166 59t675
500 550 550 268 251.0 57.174
*資料 2. 前届出申請･ぶ.の取D下げ中細叫
大坂に転出 したが都会の生盾はさびしく用拓吉祥 に身を投 じたく,申甜蜂の収下げを申請しま
す○
虫科 5. 前 中綿番にそえられた意見番












こと｡史に蝦和 40年には再雌村 していることである｡また前述 した土地等売渡意見滋に記載さ
れている蛸苑地の利用目的に対し窮7表の如 く昭和52年には土地等売渡意見=SVC盲己破された用
途外の目的に供することの許可が,出されている｡ この様に尉柘事業性由即 日感を次第に縮少





いてもという気持雀牌拓者は持っておD(花村,田辺秋野さんの話 よ9)亜 55年に 5戸, 54
年に2戸合格 している. しかし昭和 57年に至っても合格にされずに残っていた2戸の内 1戸に




5-1 第8表 土地等売渡通知諒に記威された用途外 目的vc供することの許可
地 番 面積¢) 前利用 日的 新 利 用 日 的 利用日的変更の理由
花村 1475の 2 4 附 借 地 採 草 地 急傾斜,岩盤晶出
5 45 /y 宅 地 (lob)採草 558 宅地位遭変更急傾斜,岩盤
4 10 開 畑 採 草 地 岩盤産出'`■
8 50 .ク /y 急 傾 斜
10 62 附 帯 地 水 田 水tfl昌椴
ll 10 開 畑 採 草 地 息 傾-,料
15 6 附 帯 地 開 畑 一ク
18 10 宅 地 /y 宅地位忠変更
17 10 頗 畑 宅 地 /
18 10 宅 地 開 畑 〟
19 10 開 畑 採 _草 地 急傾斜,岩盤露出
20 25 〟 鮎 蓋 f25oa) 宅地位澄変更〟
25 40 附 帝 地 用 畑 絹畑の面凍少いので








トに遷しているoこの面だけ見ると花村開拓村恥 入稽 14年 目にしてほほ日額を遵したと思え
るo (しかし実際においては当時目標の60年前後だ-たというo花村,大西病平氏り )｡人
口奴にしても54年度41人であi)1戸平均でも4人藤とな9最高であるO これが年と共に渡じ




和 58年鑑と41rq=8月における人口棚 晃を比べると第 10表にみられるごとく老化の様子がみ






52年 55年 54年 55年 57年 5月 57年 8月
花村 合 格(戸) 5 2
不合格(〟) 8 1* 1 1※
保 留し〃 2 2 1
土倉山 合 格(〟) 5
不合格(〟) 1巌
保 留 ケ t 1 Il
<註 ※印 長盛宥恕>
5- 1 第 10表 花村調布村水札 畑,画風 戸数,人口年度月版
年 鑑 昭和 28年 昭和 50年 昭和 54年 昭和58年 昭和 40年 昭和 41年
水 田 (a) 90 4ー5 90 90 81
畑 (a) 515 ヽ184 占00 295 270
戸 数 (戸) 10 10 10 8 占 5
人 口 男 17 18 l 16 ll 6女 4 9 i
計 51 56 41 55 .22 12
- 55-
5-1 窮 11表 花村由布村にかける人E]桝成長 (昭利28.41年 )
0- 5オ d～ 14オ 15-19オ 12O-59オ 巨D～ オ l 吾十
58年(8戸) 男 0 4 1 i ll 0 16
衣 2 5 2 ll 1 19
計 2 7 5 22 1 55
41年 8月(5戸) 演 0 1 lO 4 1 6女 0 0 1 1 5 2 l d
歴史的経過について述べてきたのであるが.般俊に昭和 22年匿における朗妬番茶計画と,昭
和 54年東.境 も魂の入っていた時代,そして今E]忙おける土地利用の状唐を比較すると,前述
した上うに54年匿に目顔碗畑面億 t47laの約 90%の t527aVC遷 したが,昭和 41年 8月
現在では靴 田面債は 551avcすぎず目億の約 24%にすぎない｡そ して-匿開適され収蝕を夢
みた土地は写兵のごとく荒れほうだいとなって草のおいしげっているところが,ほとんどであ9
又僻村農家の土地についても水EBKかいては利用されているところが多いが,畑はほとんどが も
との荒地となっているb (第 1- 2図 参庶 )
写兵説明































5- 1 第 12表 土 地 利 用 の 変 化
- 60-
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＼



















ねぽこと同職に即 ち昭和 2 8年に1戸が桃の戒壇をはじめ, 51年には甜越した 2戸に代わって
入植 した うちの1戸が赤磐郡山牌町の出身であ州 6,ぶどう栽培の経験があったことでこれも
桃を中心としてはじめた.そして35年には ,ある程 度の収入 が あったが ,せんころ病が
桃の木 をほ とん どた お し ,桃 栽培 は昭和 5 4生 , 7反 とかなb広 く植えつけられ

















ツを中心 としスイカを5反ほど相えた段家もあった｡ しか し地理的に不利なこの地区において
真髄 野菜の商品化はふるわず豆類,いも類が,中心的な野菜類であった｡それが,昭和 50年
ころは時々であったイノr/シが昭和 55年をすぎ 58年 よ9急にその教を増 し59年には 15











































が既に細村 してお り,土倉山においても4戸中 1戸が雑品してい ib県での割合は第 2表の
示す様に昭和25年 よ94 D年の間に約 2 7多が離村 している｡従って土倉山開拓地は とも
か く花村山IKおける15戸中 8戸という6D%強の雌村に至ったことは,その割合だけに し
ても花村開拓功業の失敗を意味していよう｡そ こで 8戸をも甜村VC追込んだ原因を考えてみ
ると,まず地理的地JB的に嬢業を営むには適してなかったと言えるのではないか｡次vc開拓






















も今の調子が続くものと予想される｡ (岡 瞭 明 宏)











鹿瀬の里謡に ｢正月三 日VC盆二 日,余二日で米の巌(7Et)｣ とい うのがあった｡鹿顔はこの
地方での水由化がもっとも遅かったところであるo大正 9年用水が朗発するまで ｢米のなる木を
まだ知らぬ｣というの払 まっ7tくここだったといえる｡用水が開発する以前,ここの人々は川














照光氏は為永 5年鹿瀬に生れた｡父を一郎次といい,代 姓々薬を していた｡幼名は半兵棉とか
七郎と言ったが,後鼎光と改めた｡本家は5人組頭をしていた｡幼 少の頃は家計 も打裕でなかっ
たが,向学心VC燃えていた｡今の鹿瀬には寺があるが,不受不施が禁止され ていた江戸時代は内
借として僧侶も民家VCか くれていた｡そq酬呂について習字や学問を学んだ｡父親か ら ｢お前は
学問をして座敷乞食になるのか,百姓vc勉灘は無用だ｣と常に言い蝿かされたが,意芯菅曲げな
かったo生れつき速力のある鏡映 を性格であったが,明冶 5年 19オの時,父の弟を鯉ハで部落
問題もよく世話 をし,後年村仕法員や郡全議員となった｡明治初年,醸税が多かったとき洛番を
した串がわかって逮捕されそ うVCなったので,小倉VC逃げか くれしていた｡のち金川西町の菜封








のためVC流されて全 く悲惨な状感になった0 59年県の方で耕地盤理補助鮎 が設催されたので
好機をのがしてはと40年 12月別血設計を腺に申甜 して,揚水機として蒸気戚朗と軸心ポノブ
をすえつけ,旭川の水を揚げて畑地に触親する書I面を立てた｡ 41年 5月7日,耕地盤理の発虐
鑑可を申話して 11月2 1日,腺癌頗大臣の認可を膚て,同年 12月 15日旅行認可を甲甜し,
25日認可を得たb 42年1月5日工軒VCjq手,同年 6月初めて1線飯の目的を遠戚したが,総面
稗の 25町歩の内,10町歩位しか伯叔ができなか った.それに毎年虚栄が多 くかかるので不平
不満が多く,耕地せせDの避口が絶えなか った｡
遂に上建部札 建部村中 井手用水を鹿瀬まで引く話が もちあがって来たが,機が耕さなかっ
たのでそのままVEなってVlたC
大正 5年替,上建部村麟地盤理組合で大井手用水路の改修を夷臆 したところ下流の西原地内ま
で用水が潤沢で余水が旭 日に流れ去 っているのが見られた｡さっそ く建部刷と接し上う協笹して
鹿瀬まで用水を延長する話し合レ功;きまった｡大正 6年冬,用水路の爽刷を行ない, 7年 1月11
日耕地整理設計変更認可申請を出し,同年 2月 15日大井手用水の余水譲与契約を結んだ｡同年
2月 27日VEは耕地塵理設計密度認可を得るととができた｡すぐVC工事VC蔚手してそれ以来 2年

































































































































































































































































俄 用 合 計 24.5 40円































































































































































































































































































































































































































第 4葦 歴 史 的 展 開


























































? ? ??? ? ?


























? ? ? ?
? ? ?
? ?? ?
? ? ? ?










































































































































て･j'た｡寛文6年に比廃寺と怒って多 くの末寺 と共に姿を消してしまった○ )した〇六代元適は
辛川に現妙寺女建て,七代元隆 (堤 )は砕島の福林寺軒妙拳寺と改称 した○これらの寺院は,そ
れぞれ又多 くの末寺衆持ち場前法華信徒の聖地として栄えた○そして松田氏がその武力と政治権
力を背紫に領地の他家寺院7lT･日蓮宗に盛んに改宗させたの もこの頃である○この間の事情は後世











洩石工門の兄という･-- ･･･大党 ),日箱をどが輩出した○ この上うな名僧知識の頚出は何を意味
するのであろうかo例えば,松田氏のことき上からの日連宗保襲政策の政治的結果 とれ あるV,
紘,この時期の全 く偶然の現象であるとの説明では説き碍なVlo大東以来多くの日蓮宗イ馴呂たち
































































紛に乗じてこれ教討ち,つtハで豊年には,山陰,Lu陽に勢力社旗 い ,LU城国以下 11か国の守
頭弁兼ね ｢六分一家衆｣と呼ばれたLU名氏幣か掛 雷した｡ (明徳の乱) 1595(応永2)








































































































1当 主 名 塗- 千 備 考
対馬守兵斉 秋田氏女 (忠 勝 )七 郎女 子弥左エ門五 ヱ片腕欄毒市郎--.猪 政重A + ---半兵術肺十八 ･一一為 片桐寺子.-三好久左エ門皇
25 猪右ヱ門忠勝 今額:八郎左ヱ門- (忠 俊 一今枚柵六息策主席之助忠成女 子 一- --母方の苗字計名乗る一一一斉藤市左ヱ門垂
女 子--一一一内蔵介今枝民部直伝--.-梶滞大隈守室一一日今横内記歪道為頚子
女 子 -----.-木下弥三郎室
大学由成--女 子 --. -一息俊 と勘当,豊臣方に一味したため--入江甚兵衛転月毎
豊前守忠俊 飯尾茂助敏成女 女 子 一一i--伊木日向守幸居室∫
当 主 名 畠 千 備 考
主殿助忠隆 一--今夜民軒直恒嫡子
仁恵 海 上 一一 今彼氏部直恒子
女 子 一一一一. 内蔵介子 宮城大蔵改定垂
左 門 一一一- -入江宗二子
4 若狭等忠治 光政公賓女(爽ノ､池田摂津守不敏 女 ) iIJ 女 子 一 一一 -榊原伊放政相室
女 子 .㌔(忠 明ー左 門七之介今彼氏車直方 --今枝近故為泰子,前田内諾 允打臣垂伯父今彼氏部近較為平子
女 子 --一一-･池田嘩人長何重
… 言 .;池田左兵衛慣超皇





6I猪右ヱ門忠昌 相乗四郎左エ門 (息 盈I i土倉割 善一暦垂I 正勝女 女 子 - --




9 玄弓軌忠芳 池田大等 (忠 辰 )
長処女 丑之丞俊堅女 子
10 左門息辰 今牧内盲己妹 【忠 英 ト ー一一-池田志浄摩次男
ll 三次郎忠英 (忠 泰1 -息牽,安永8年 12月14日三次郎嫡子 となる
12 元八郎忠孝 韮納経女 女 子者之丞 一日 -(粛千 )(吟次郎 ト -ー 早 世-今枚蛇部弟
15 吟次邸息弼健之進 鴇 忠独 断 f∫ _確之進 --.-- 妾腹の件,19才病死















永正 15年尾州犬山に生まれ,天正 18年5月8日h'阜において卒.行年 75歳｡居
城-･..･灘州尾浦o
ロ) 猪右南門忠勝
















合 17,000石5･領有した｡その年隠居して 18年5月19日卒｡行年 70歳○治世52
年{･あった.前にも述べた上うに丑前性知勇簸僻で池田氏にとって欠かせぬ家老である
と同時に,日置氏が代々象著として池田氏に仕えるその基盤女ゆるぎないもむとしたo












月挙 5年忠治隠居のため ｢家督鯉相連被下,直二政蛾ヲ教｣ とあるo宝永 5年正月20日
59才で隠居し,草保5年 11月29日71才卒o治世 2口年O
へ) 猪右衛門忠昌
点字元年生まれる○幼名太郎作,元禄 15年正月28日左門と改めるo元穂 16年 6月
21日 ｢御仕監御用見習候様二｣と仰出される｡宝永5年正月20日家督 16,ODn石か相




正徳 5年 2月 17日岡山に生まれ,幼名五郎太郎といったが左門と改めた｡元文 4年正
月江戸-下b,同2月5日伊粒と改名｡元文 4年 9月25日江戸において病死｡行年 25
歳｡なお備中撫川上り皇女迎えている○
チ) 級部忠海





享保 17年に生まれ,初名忠周〇線16.000百〇発延5年 4月dEI玄巻 と改名,家懲仰
付けらる○宝暦 5年江戸謂o宝暦 5年正月家督後初而御参府o同 14年 8月朔日治政御家
懲為,御礼御登城被遊俵付,伊木豊後,池田主殿,息芳 5名登城仕,公方梯江御目見･･･｡




明和 4, 8年,安永 4,8年忙衛翠用例留守戎呑舟勤めるo明和 7年 10月朔日今牧内
記妹舞姿にしたいとの旨5･授出o安永7年左門に改名したo安永 8年 9月 1日,御留守
裁番軒勤める筈だったが江戸-下向の為,土倉市JT_忙相送った○安永 8年 11月25日
池田宗政息女勝鮭様が榊原政教に嫁ぐ時 (御引移 ),御入輿披之彼女柏餅めた｡ 同年
12月 14日池田志浄座二男久田三次郎斉窄子作,元之助け三次郎嫡子にする｡安永8
年 12月 15日左門21歳卒於江戸o治世 17年｡
ル)三次郎虐英





之儀容父同姓左門実子元之助江破仰付億｣ 天明2年 11月 14日家唱御知行 16.r]00
石,格式共忙相続○寛政 5年一文化 14年の間五度御軍用御留守残番升勧めているC,兼
件がをいため,松平加賀守殿御家中今彼氏邸弟吟次郎を香子にし,追って娘女取らした｡
なか文政5年 10月 1日エb文政 4年5月1日まで軟度にわた射卸仕思織御改口上笹敢
病気故に提出している乙と上b仕思聯 (寛政 9年備前仕置瀞とTzっている)か寛政 12
年に免せられたという説は疑問で参るo文政 4年 5月2日45歳卒o治世 ^∩年o
ワ)吟次郎忠弼
加州今横内記弟O文政 5年 11月27日来手岡山千時 1,1歳,同年 6月22日家督無
相速腸従斉政公.文政 4年 6月22日元八郎家唱御知行 1dnOO石格式共に相払 文政
占, 10年御軍用残呑舟勤め,同 10年9月?5日 ｢窄父元八郎娘此度私垂に申合せ今
日婚礼････｣とある｡文久5年 7月 1El御仕駐役嶺仰付,雅之進が若 くして病死した為.
池田出羽弟軒琴子として迎えたo感応 5年措右ユ門弟帝と改名o明治 14年 8月 1口日
71歳卒O
.確之進忠鴇




池田出宰二男,池田出羽弟｡文政 12年 2月P･日生せれ｡吟次郎年子とをD,安政 5
-LJt】-






































































































































〝 日,･ -･亜前俵,如前 金々川之械他社成御領家来共住宅仕侯 ′′ (奉公啓より)
とあるので,これ上D本格的な町造bが始まっ7tものと思われるo元利元年の一国-膿令,卦上
ひ日置氏自身は岡山へ届任 し,金川-仕1-年に担えるほどしか来ないということから,屋敷城と

















































(′｣､ 池 倫 ｣)
























高郷舟の由来kIi,我国の歴史でも相当古 く三代爽錦 (天虚年間 )忙はじめてその名が出
てくるが,ここでは近世江戸期忙ji-Lける高瀬舟舞考えることにする｡古来上b簸川 (ひの
かれ ),創り,大川と色々 の名で呼ばれてきた頻下随一の再りJlである旭川は,大山の南方



















である｡ 高瀬 舟 の数 比 ,事保 15年金川村に9袋あった (金川町史554貸 )那,














う形で一般の迎岱が定められたようであb. 1塵 1匁～ 1.5匁というのが当時e_',相場であ
ったようであるo a.れは経済的条件や船路自然的条件の変化に上って,年代に上って変化
してゆ く｡その例に弘化5年 12月高瀬舟肝煎役大黒屋督十郎上り船奉行への陳情がある｡
その主旨は ｢享保年中運貸 5割増につVlで占割増, 1里につき2匁 8分 5厘と定め,弘化
5年 12月更に5割升増すOとの珊頬杖河鹿毅没と物価の勝負に由来するものをbo近年
物価騰貴せる把高瀬舟の賃金は低廉にして何人も航行計肯んせず○故に用命の際比私銀 1
里 1要に付5匁7分無支給せbo加え河鹿年 埋々没せるに上D公定貸金の 5割増額に改定
されんことを簡ふ｡｣というものであるOと九に対し改定が行われ,｢御用高瀬舟貸長迄




















米 5斗 1升 9合9万也
と記されているo
これで考えられることは,金川～岡LU間の述賃拭,一般分離8匁 2分 5厘,または米 2
斗 7升雀荘であったということである○












問屋と船敢町が 1つの単位として形成されてV,るのは稀であった○近 (の鍋谷 も赤磐方面の
米舟-手に集め.その他の荷物 も同方面からは鍋谷に過ばれて岡山に秋み出されたのであるが
金川のような河岸問屋と船頭集落に発展するまでには至らなかった0









4-5 第 1図 中央右寄りに問屋 ,その左に船頭町




































































































(B) 宿 壌 叶
前述した上うに城下町,門前町,船扇町,宿瑚町の四賓発条含んIT発展したのが金川の町
であるが,宿場の繁栄壮津山街道にそった所にみられたo古地図に上ると町の榊成は武家屋
敷,町屋敢 (古 くは坊屋敷 )新丁御長屋から成文っている｡宿:砂町は町屋数にあった｡つま
b横町,東町,遊町と呼ばれる町屋敷内軒下田に行 く津山街道が東西に通っていた地点にあ
ったのである○旭川と字甘川とで園せれた北の部分に町が形成され,それ(n:字垣からの街道




















































(的山市史巻 4 2.745万 )
天和三年六月 ｢従江戸御朱印伝馬人足貸銀｣などに上ると岡山一金川閏の御定め17奴は
日岡LU距紐 本 駄 貿 荷無し貸 人足翁 金川 (Pq庇六町 )
天和三年 208文 155文 88文
月草元年 158文 1L]5文 77文









金川造 本周一匹 241文 現先属一匹 155文 ^足一人 120文





文政十年 27?文 155文 155文
文政十一年 292文 186文 145文 であるo
(赤磐郡藷 725頁 )
(証 書 岡山市史巻 4 昭和 13年2月 15日発行の ものであるo




















































松田氏統治以来の ｢仙前法華｣は,文蘇 4年 (1595)大仏供苓部件か契機として目迎宗
が受不施,不受不臓に分裂した時,いかなる態度升とったであろうか.
4-5 窮1襲 京帝妙先寺末寺の全国分布
山 城 I 8(内洛内5)大 和 2 摂 汚 4 和 泉 5 丹 汲 1
凶 幡 2 TT 見 2 指 磨 2 記 伊 5 安 房 12能 登 1 尾 坂 1 菜 汲 1 P HJ 超 這
越 後 9 佐 渡 9 安 芸 5 周 防 2 長 門 1
阿 波 1 讃 岐 2 筑 前 i1I l対 偶 !1 糞 作 8
荘 1. 藤 井等著 ｢法萄宗不安不施派につV,ての一･考察｣上b
4-5 第2表 簡LH媒忙かける日蓮宗の各本山別勢プ]
本 山国 別 妙顕寺 妙先考21 本能寺五1 妙濁寺ク本禅寺 本国寺 合 計
備 前 5 2 A 55
備 中 55 A 0 L] t1 589





専任朝となった｡寛永 1d年 ｢上京妙発車末寺党｣ (荘 1)に記服された各末寺に日東が節
入れた文言に上ると,備前凶は ｢向山遵呂寺.寺領三百石違背｣を:任じめ,津島妙若等,金








域に巡錫 している｡ (艇長4年 8月間LIJ産品等の閃堂快諾の際IR:1k o2度Ejは泣長 17年





















時｣値 句など･日蓮宗居着が施主となって,供守細 り次いでいたo これが禁制以後,内官
者に適用されたわけである○禁制当初にかVlては,鱒に入っていない 赤 坊 や幼児女施主に
立てたbL雪江 71極 めて便宜的なものITあったが,鵬 者の組扱化が進む忙つれ･施主札
内官者の指導者,組扱者として,粗放の中核となって重要72役割女分担するエうになるので
あるoそして,備前地域では,後述する俺に所尿する滑稽の もとに施主が存在し,施主の指




注2･ 狂51 ｢狂輩宗不受不適派についての一考察｣ (藤井等 )
注4･ ｢岡山県古文古典第三鞭｣ 妙見寺文甘舶
注 51 ｢備前法華の由来｣ (常田原価君 )
注d･ ｢亮了状能破状日｣ 万代包鮫録(T巻 )所収
注7･ ｢石上物語｣ (万代屯齢 T巻 所収)582頁








間中心 即ち僧侶か中心として主に信者の多い地方にできる庵 と宝物中心 時として僧侶の
い覆い宝物蘇守るための俺の2つの形博があ9,後者は従ってその所在地は法難あるt･とに
点々と移b変っていることがある｡例えば釆知慮俺 (訴門脈 )の如 きは矢原,I-;-備中加茂 う




4-5 第 5表 備前地域にかける雁の開基か上びその所在地
庵 名 所 在 地 開 基 備 考
大 樹 稽 和気郡益原 日尊 葵 了 派
大 教 職 ′′ 魚道駐日秀 〟
妙 泉 庵 赤磐都佐伯 蕃捷院日罪 .~ ′′
松 寿 席 軌JJ市平井 ′′ ′′
l l1五一･
席 名 ; 所 在 地 開 基 偏 考
生 前 俺i 御抄町山菜 衣服院日玄 桑 了 派
泉 秀 俺 御津町草生 是俊院日友 ′′
兵 馨 俺 御津町下田 兵巷院日従 〟
浄 源 庵 榊搾町久保 持城院日銀 〟
常 在 俺 御津町大谷 通書院聖 ｣ ′′
松 香 庵 御at町斗有 ? 岩絹 門 派
束 知足俺 御津町矢原 本行院日長 ′′
小 山 庵 御津町野々口 i 7 ′′
注 1 丑き鹿洋子一若 ｢不受不施内院の研究｣上_b
4-5 第 5歳は,お上そ文化文政朋K,備前地域に存在 してV,た庵である｡けL奴)俺
紘,元醸2年の分派に上って,尭了派,討I門脈に人 き(2系統K分けるととができる｡又
亮了脈の中でも,その勢九 癌挺帆係把上って4分することができるo即ちO江戸自証庵につ
















































日JIpj四名乗先師 として過去帳に記入し,毎日廻向しているo即ち,日位女ふ くめて彼等 5
名が,本妙庵設立に阻して大 きな役割舞果 したであろうことが想像される〇 日位以下,本妙
経歴代任6.は下記の温 Dである○
(D智照院日位 一･- ②了等駐 日詣 - ･-③智賓院 自乗
④党源院日額 - -- ⑤晋応院日思 - -一一⑥本妙院日殊
⑦了智院日砥 ･- ･ ⑧修来院日解 - 一一一⑨本光院 日音
675明了院日相 63)了晶院日種





域升掌握 していた｣ と番かTLてV,るo とれ5･前記の過去帳に上って, もっと詳 しく分析 して
みると次の様な結果を得るととができた0
4-5. 第 4表 本妙聴過去帳に上る官徒分布
過去帳地域名 A l a C 這 ㌃ 堅 帳 A B C
富 谷 lsd 144 2 伊 EB 17 9 □
矢 原 20 156 15 中 牧 0 45 ∩
金 川 1dl) 214 27 新 庄 2 20 1
讃 州 88 85 146 津 山 4 1 0
内 丸 亀 85 7 7 福 渡 7 2 J
下 田 55 59 56 尾 州 □ 8し〕 □
益 原 11 9 9 大 坂 L] 4 58
佐 伯 4 7 5〔】 総 州 0 【ー 19
草 生 14 2〔l 5 江 戸 2 1 2
大 国 12 78 a 備 中 2 7 7
山 条 56 15 1 鞄 州 2 □ 54
原 村 ㌫~｢ ｢ ~ L] 向 山 8 14 7
荘 1 Aは日位過去帳,Bは日次過去帳,Cは三宅島撃破庵過去帳
-11占-


























































す厳しい封鍵統制のもとで,信仰奔維持 して行 (ために生 じる現実生活との矛盾弁いかに調
和させて行 (れ そク)内信の形態浄めぐって多C3滝 兄の対立が生 じて来たことと,当時指
串的地位に参るイ酎呂のほとんどが流刑に処せられてかれ かつ探策の目の厳しい中にあって




-/ =∴ _三二 -i- I1-:tl - =, -
f
-悲田宗

































派に続 く瑚 両,不哨師派C_,･激しい論争札 非合法下において内債老如 口何に組織するか.の間
組でぁD,もっとつきつめるならそれは,宗教それ自体のあb方の問題 と言 うことができる













即ち損師派が,いわゆる大衆路線的なものであったの忙対し,不孝師派は ｢半濁 レル本尊 卜









注 1 ｢不受不施内官の研究｣ (裂鹿幹子苦 )
荘2. ｢除討記｣ (党隆院日通 )(不安不施研究会資料 1
往 5. 〟 〝
注 4. 〟 〟
注 5 ′′ "
注6. 除群記に対し不導師派,日食忙上って替かれたもの
外参考文献 不受不施史料 (梶木日密書 )
e 法中組級 (導師派 )
惣紋に上って不受僧は寺に任することが出来なくなb,町宅,官者の家 計隠家にした9,
又は林中の人目につかめ所に雁女構え,或はW･国升流浪したbして布教 したbしたが,その
統制は衆目C3推す所に上って頭的 仰ぎその潮 に従った上うであるo注 1例えば天和の頃
備前,備中5･中心にした中国地域で比,軍昌幸出寺佃日相が,又関東で壮自証寺出寺日産が
法燈と仰がれていたo特に導師派においでは,これが元蔽頃上Dか島様 (流僧 )に権威が典
申し,在地の法燈 上b一段上位につき島から在地の粗放していく総軽焼 - 地方荘燈 -























て日殊は,庄和 -老 (E燈 )二 老壬 か 中座一惣席一小僧の六階級に分け ｢定軌 注7忙
上って上座5人 (一老二老三老 )升三老僧,中座占人を6人衆としている○又 ｢伍中式目｣
住8K上って･袈裟の着用から列座ク満 悦及び越階昇進についてまで細かく規定し上下の区
別存はっきbしているoこの上うな日珠の荘中細蝕及U'式目等は,彼が ｢貞享年中之間述,






注2. ｢不受不施内居の研究｣ (賓鹿幹子 )
注5, 大正 14年発行
注4. 不受不施錠科(窮4巻 )日米手紙,寛政 6年川El氏あて
荘5 不受不施史料(巻4)日殊手紙 /F5月29日了智院呑て
住6･ ′′ 〝 成 5月27日海将日長あて























































































と申渡候｡一寺Ⅱ仕儀様 ことは不申付借間,其御心碍可額遊候o (後略 )
上記'/)資料に1れば,究文E年幕冊から寺領 (恩田,悲田 )を下賜されたときに謝状 (辛




























憎仕, ｢去､見様｣と呼ばれ,本土の法灯 上t)も鴨透された｡だ沖 'jj供給軌払,内(言クコ佃73
山舞 と官者,/J子弟であった｡荘中ク)任務は各地73内官省が設けた醸家,陪席に潜んで布放
した9,あるいは内富者の横の連絡をたどって,諸国に伝道することであった○そして決















僧 侶 信 者
お品様 一 地方症立 江且 一 内信者
- 12b-
･内層者の姿格 - 組放された定立につ(乙と

























































































































これをど'j3上うに位置すけるか比別 と して ,魂在'n不受不脆派には,非合法時代,J3エ
う忙機会あれば大衆,/)中に入っていこうという教典,j3ない,Jjは放念を気がする｡






(A) 日蓮宗不受不地脈仏剰分布表 (別紙 )
主なる
㌍ 科
地 図 - ｢吉備群郡も_･成｣
大正 18年 9月発行
(抄党寺審慣所有 )
仏 剥 - ｢妙国寺m ｣ (i.g文 5年当時 )
(妙党寺所讃 )
(f9 仏利所在地染料 (｢岡山殿御酔郡監｣.り )
a 妙Eg寺
｢金川町字君谷に参D,文明年間松田元成,共弟元沼を出家させ住戟 とし花光院と号すO


















































































































































(C) 代表的信者連判状例 (口 内壮不明瞭な字 )
･金川そ℃他の古村 も加入
























































(赤 木 哲 夫)
◎写未は妙党寺番康内'jD古文啓上b
-135-
? ? ? ?











?? ? ??ー ?????
? ? ?? ㌻????
? ? ???????? ? ? ?
? ?? ー???? ? ?? ??
??????? ? ?
? ? ? ? ? ?? ?? ?? ?? ? ? ? ? ? ? ?? ??
? ? ?? ?? ?
?? ??????? ? ?? ? 〜?? ??
?←? ?
? ? ?? ー??????
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第 5章 交通の発達 と変遷
















:i --L, Lナ一･一､----1･･.一･--一一 50Ja - ∴ 一一-I-･->:
第 1図 高瀬舟の構造 (福村蓉太氏の描かれた図上b塵理)
- 1571


































った｡その時の水加味vcよって運ぶi正一壮途っていたが,普通 1,400耳 ･慮高 2,000貫は疎ん だも




























部 落 名 l 所 有 数
大 鹿 11#
鍋 谷 I 4
田 士 8







忙なるには最初中東如 ･らなったo 僻 ) 町教育委員会 安藤長丑氏調査

























弟 2衰 コース別 日数
備考) 銘木興三氏上b聞取b
介すると.岡山発午前 4時半一地域 (牟佐 )で飯一川瀬で友一敬愛蔚午後 4時 (一泊 )-金川で薮
-,J､食で茶づけ-建部でち上こ友一福渡方 (一泊)一江与昧カ (一泊 )-且土潜 ･と在る｡(安倍





















第 2節 舟 運 の 衰 退 と湯 須
1 舟運の衰退
江戸から明治にかけて全盛を竜わめた高瀬船 倫送も,明治末糊からようやく衰退の道をたどる
第 図 岡山県lci,.ける鉄道の開通図 (岡山県の歴史 )
井












































現在の肪賓の世帯安住者の専 ･煎茶の内訳は鞍共 15戸,兼業 9戸となっているが,尊築 15
戸の内純粋に瓜菜だけで,生計を立てている家は,わずか 7戸を数えるのみである○職薬別に見






























































































































































































































































































































硬棒銀大著 ｢金川町史｣ S.52.4.10 発行
｢岡山県の歴史｣
吉田徳太郎前 ｢かかやま風土記｣ S.51･12･5 発行
(田 村 糟 男 )
第 3節 金 川 と舟 運
1 金川 と舟述












石井馨一郎氏談,(87才 ,明治 12年射1,江与床 )家は現金屋と呼ばれる間尾であったが,
16,7才 の時,船を貝って使った○その頃は船が唯一の迎総力だったんだからなあ｡ 50才
位まで船を使ったo高瀬船で川下げされる物軽は牛,馬の乱 入の背によって川戸まで遅ばれ
てきた01流では久世 ･勝山の白炭 ･刑木 .大豆 .こんにゃく玉等を研んで岡山に行った｡岡
山から江与味には日用品を持って帰って売った0 24.5才の時,大豆を 1日に 5□□俵位,
(2･50哨 位 )運んだことがあるo岡山まで行きで 1日,帰りは江与昧までで5日,勝山までで
7日位かかったoだから,1ケ月に4回位しか岡山には出かけられなかった｡ 50年位前には
高額舟はなくなってしまった｡ トラックの時代になったので,わしは英 っ先さに切換えた｡




杉山武男氏談,(明治41鳴 れ ,西川 )岡山せで下bで 1日,上Dで 5- 4日かかった○帰



































水 汲 場 )
●~ 1
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､"JI1･-./､｣
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5- 1 第 2 図 船 蚕 町に 残 る古 い家 の 分 布
注 1)t至国 印は船頭町の江戸末,明治初期の建物






















｢明治 24- 5D年,金川有漢敵 倦なるOせいぜい広くて巾6尺を越えなかった道路が9尺





5- 1 第 1表
英名 種 目 売 上 貸 賛 従業者 摘 要I 営 業 墳 氏 名
運 送 貨 物 400月00 5 金川 502T2 石部猪代太





5- 1第 2表を見ると,物品版売勤 王急適に増えているoこれだけで,そう言い切ってしまうこ






5 - 1 第 2 襲
年 英 名 人 見 収 入 高 収 入 金 1人 平 均 額
M 52L1 59 物 品 販 売 業金 銭 貸 付 菜水 道(敵 しょう油,絞拍等)印 刷 弟料 理 薬代 弁:運 送 52419占 14.950円ム 155270〔) l 729588






木定一,石井啓一郎,杉山燕軌 熊沢成代,坂田番,香山隆三郎の諸氏 その他 た くさんの方
々に深 く感瓢の意を表 します. (二宮 常子)
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第 4節 道路の改修 と車輪交通
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5- 2 第 1図 御津町 内の主賓道 路概 観
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5- 2 第 1表 主 な 橋 架 の 政 略
内 容 全長h) 巾月毎
鹿 瀬 橋 ラyガ-鋼柵棒ゲルバ-読鉄筋コンクリー ト橋 195.90 6.00
観 渡 橋 鉄鮫コyク1)-卜ゲルバー橋 84.00 a.50
金川大 橋 鯛 桁 橋 221.00 4.50
栗 地 棟 鉄筋コyクリー トゲルバー構 84.8C) a.50














5- 2 第 2表 御津 .津南両郡の陸上交通機関の推移
年月日種類別馬 車 人 力 喪 牛 車
-疋立 二疋立 総 数 一人乗 二人乗
明治 15年 12月51日 1 - 4ム7 595 74 -
′ 17年 12月51日 - - 451 556 75 -
(岡山県統計年報による)
この2蓑は,町村合併前の統計であるので.果たしてとのうちどれだけの皐数が,御浄町に





5- 2 第 5表 御津郡 の陸上交通機 関の推移
年種月日類馬 車 人 力 革 牛 車 大 審 中小車 自転車-疋立 二疋立 総 数 一人乗 二人乗
M 41.5.51 9 - 140 140 - 59 - 2,911 257











5- 2 第 4衷 帯 革 の 牲 移 (金川町現勢調査簿)
乗用馬連 鹿研用屑箱 i人 力 車 荷 車 牛車 自 転 iB !自 動 車
一㌔■晋 ぜ JL晋 甘 i 大事 悔 J､ 自 管 乗用
T l J1 - 7 - 14 - - 85 - 51 (2) - -
2 - 7 - 13 - - 84 - 85 -
5 - 7 - 14 - - 99 - 98 -
4 - 9 - 12 - - 111 - 109 -
5 - 9 - 15 - - 111 - 105 -
占 5 117 149 1
7 1 8 1 ll 1 ー 119 1 207 -
8 1 1 ll 1 1 28 1 210 1
9 1 1 6 1 8 1 1 128 1 202 ‖ー 1 1
10ll 1 1 12 1 ll 1 1 122 1 228 (1) 1 1
ヽ 12 ll 117 - 255 (1)
12 16 12 115 - 264 (1) - 1
15 14 8 99 - 295 ((i) 1 占
14 15 8 95 504 (2) 5 7
15 10 7 80 510 (3) 5 a
B 2 7 占 92 505 (3) 7 ム
5 5 5 8占 519 頼 4 12
4 5 5 8占 522 佃 5 15
5 4 5 78 51占 (2) 6 12





























5- 2 欝 2回 金 川 村 人 力 車 夫 名 簿
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5- 2 第 5黄 金川村 の姓産 物 生 産 高 と消費丑
品 目 年 間生 産 高 年 間 消費丑 一 残 高
玄 米 800石 1.850石 1.050石(不足)
大 安 占00石 570石 SO石
干 草 150只 150王‡
む し ろ 1.500∬ 1,500rt
(明治二十九年金川村農高関係脊索上b井出)
51 2 第 占襲 字甘 束村 での輯 出入丑
種 類 輸 出 敢 丑 輸 入 数 丑
栄 25.437石 12.910石
裳 7,135石 4,589石
# * 2,287石 900石
菜 種 2556 420石
タ バ コ 5D,780耳 20.dDO耳
莱 2.555耳 1,250耳
甘 55,080才 5001耳
用 材 1,51&.721材 505.000材
蘇 859.800耳 500..Or)0貢
炭 544.475耳 SOD,ODO耳
牛 馬 985節 1,11口頭
瓦 172.000枚 108,850枚
紙 顛 76.250井 2.845貴






























年 1月,山陰鉄道会社 (焚本金 1.500万円)が設立され,神戸～下関間の鉄道敷設を開始し



















して,明治 27 (1894)年 5月との免許を申請したoしかし里 6月鉄道会議にかいて米
子～塊間吐規定の山陰.山隈連絡線の 1部であることをもってこの区間を除き免許するこ
とを換めたので,7月発起^は訂正席幹を壌出し,嶺路を岡山-米子間 92哩 (147.2馳 )
に短点し.充本金を500万円に改めたOこれに対し同年 9月仮免許状が下附盲れ,明
治29(1896)年 4月 50日鉄道開業免許が下附された○
明治29(189占)年 5月′J､川資帝を技術長として招いて起工し,手立 トンネル(延 長
165G沢 5口3m),兜地 トンネル(延長2442択 745m)及び急勾配140の妊工串
を完遂し,明治 51(1898)年 12月21日に岡山 -津山間 5占･8Enが開通し,金川,野















中国鉄道の旅客迎賃は,明治54(1901)年 2月 1日 ,今まで岡山一件山間三等,1
哩 (1,d馳)1銭 5厘であったものを 1銭8厘と改め,1･2等は5等の2億及び5倍とし,明治57
(1904)年 lD月5等を 2銀とし1年を贋止した○さらに大正 6(1917)年 12月よ
b2鎖 4厘.翌年 4月よb2戯 7厘というように増していったo以上のように中国線の旅
客逮賃をみると非常に高いものであったようであるoちなみに山陽線の旅客迎賃をみると





5- 5 第 1表 中園鉄道初期の経営状態
M59(1906) T l (1912) T 7 (1918)
車 輪 数 機関車 ,客車 50情 59櫛 59栢
貨 車 147軒 ‖ 7両 167帝
運 送数丑 旅 客 1.055.459人 1.456,255人 1,64?,754人
貨 物 16,995℃ 1占7,469 t 204.540 t
営 業 収 入 500.550円 485,706円 742,175円
支 出 l営 某 発 16?.180円 219.505円 410,5占5円
.建 設 費 5,958,291円 4,214,176円 4,218,051円
益 金 /換 散 史 5分 5度 5分 8厘 7分 9厘
配 当 上 半 期 1分 古屋 5分 6分
下 半 期 2分 4度 5分 8分












中 国 鉄 道 停 車 場 附 近 状 況 調 雷
1. 戸 数 524F7
内 訳 ｢停車場所在地人家適材市街ノ休ヲ為ス分 2" 戸
う前項ヲ除キ1塵以内二屈スル分
2. 人 口 2,500人












岡 山, 津 山






日 脚 上ノ関係･別 二 記 ス-キ ナル- 年姫路連隊区徴兵署 ヲ舵 セラルO
(卜)節 -22- 行代離 ･加茂貯軸 行代理店･剛 絹 銀行代郎 71)･
牛馬市郎 Vトモ砕新 資金ニテ餅 二回及- 回開設o
鉱山-有名ナル伊田凱 7ル軸 郡三保 ルヲ以テ記セズ○
＼
5 - 5 第 1国 金川停車場 ｣旦以内略図
､‥＼､､ヽ
iZI







御用会停車場附近 ノ状況取調 へ 紙進達候 也
明治 57年 6月 11日
金 川 村 役 場
御 津 郡 役 所 第 一 課 御 中
A)鉄道開通 に よって受けた影 卒
中国鉄道開通前の交通機関 (長匪稚輸送 )としては,旭川を利用しての川舟輸送.それに
道路を使っての陸上輪送が主であったo前者で岡山まで5-6時臥 後者はそれ以上の時間











国丁線が通ってから駅梢内に 10丁 と大谷屋のある辺Dに 2丁,東町に2丁,計 14丁 があ
って日勤車の時代まで続いた｣という人力直天の缶がある｡
明治56(1905)年当時の列車時刻表と乗車賃は次の如 くである｡






















5- 3 第 5乗
10.00 12DO 役 2DO 4DO 占00 7.50
ll.DO 後 1.00 5DO 5L]D 7･DD 851
ll.25 校 115 525 525 7･25 855
12DO 後 2DD 4DO 占DO 8DO 9･50
上 b 津山 よb
福 渡 50 銭
金 川 42 銭
岡 山 65銭
下 b 岡山 よb
金 川 22 銭
福 渡 54 銭
津 山 65銭





が明治 52年の 個 税営業扱｣にでているo しかし,こうした人丸 富力を利用しての輸送も自
動車の出現までである｡金川町史によると,金川に初めて自動車が来たのは,大正 2年頃という























環として昭和 18- 19年の両年に地方鉄道の異収が行なわれていったo こうした状況の下で,
中国線も昭和 19 ( 1944 )年 6月 1日只収され,国有化して国鉄津山線となったo
当時の中国線は地方鉄道が一般的に営業粁壮短く,国鉄-の依存性が高く,かつ貨物輸送を




















5- 5 第 4 襲 営 業 経 数 ( 100基 準 )
津 山 線 LLJ限 尚 宇 野 線 伯 備 線 書 傍 線
8 旅 155 57 101 127 285
59 貸 299 87 159 149 .524
全 体 177 68 116 140 285
8 旅 157 52 91 118 256
58 貸 254 74 114 151 2〔)5
全 体 154 61 100 12占 254
8 旅 159 51 85 117 262
57 貸 225 72 109 124 202
全 体 155 dD 94 121 261
8 旅 l 14占 52 84 116 267
56 貨 218 72 102 115 205
全 体 158 dl 91 11占 2占0






















5- 5 第 5表 鉄 道 貨 物 取 扱 数 丑 (単位 t )
発 送 到 弟
指 数 指 数
昭和 51 18879 1〔】0 4527 100
52 17289 90 4092 92
55 ld851 90 5201 11占
54 21200 110 5206 11占
55 28280 158 5840 155
5占 25725 125 占955 158
57 192占0 102 10019 225
58 21554 111 8510 191
59 1占425 88 7665 175
40 16740 88 7555 175
｢鉄道要覧｣に よるo
- 147-
5- 5 第 2図 金川駅 1日平均乗薄人見 5- 5 第 5図 金JrT.駅 1日平均貨物発貴史
- 1占8-
金川駅における主を取扱貨物品目は次のようなものであるo
51 5 第 占衷 金 川 駅 晶 貝 別 焚 物 Ll一 単位 t (S.40年鑑分 )
発 送 F 到 宕
品 目 t Z主 を仕向地 品 目 t 主 な仕 出頚
( 砕 石 1000D i岡山管内 '鉱淳 800 l三保
､､ レ ー ル 269
/鉱 淳 5 0 全国的
lt芸 ツ警 1;:Oo 芸'ir 荒木 (鵬 鉄 5000＼ セメント 5 道瑚糸崎
ノ′南 米 1000 皇帝 半田L E:-f… 壬≡喜 ,茎葉 芸 冨 (.芸 芸 2;:oOそ.の他 500 武 生 糸d山崎川その他 2
｢貨物職送駅勢報告｣による○
嚢によって明らか恵ととく,金川駅取扱焚物は,金川に弁柄を作る工場があって,ここへの原










最後に上田賢一先生 (操山 )の御指導に対 し心から感謝 してこの報告を終るo
(吉 永 忠 克 )
-1▲9-
5I 5 第 7東 金)順 における移出入物ftの梢成 ri物 賂散取調参考訊 金川村役也
B)-]治 56年
＼ ＼ 移 出 l 移 入数 iT:i 価 格円 同 左 轟 る仕出地 赦 丑 価 格 円同 左 啓 主なる仕向地
曲産物 - l 45200 I兵 応 - - - 尾道 楯山糸崎神戸 兵庫西九条阿樹 明石松江l
栄 5400石 40800 - - -
安裸 麦 400石 2400 - 同松 江神戸 広島
苑地親類 - - - -
果 爽 - - - - -
水産物 - - - - 10800
生 魚 - - - 90000斤 10800
塩 干 魚 - - - - -
且 類悔 革食 塩
飲食物飾 2敬除 く)滞 酒 600
洋 酒 - - - - -
燈 油 - - - - - -
酢 - - - - -
茶 7500斤 600 - -
錯 詰 - - - -
糸及綿類 - - - -
i - - - -
放物類共他油類及燃料石 油 d505 1180両 2242
石 炭 550 H節 1225 - - -
皮 25000 4〔】00 同 - - -
材 木肥 料 占400 1280 兵座神戸 大阪厘 広島 42dCIOfl 8占07
大 克 柏 - - - -
稚粕干粕 - - - - -
魚 肥 - - - - -
人造肥料 - 100 - 100
- 17〔)-
大 正 7 年
＼ ＼ 移 出 tI 移 入
＼＼､＼､数 血 価格 同 左 I主なる仕出地 l故 -hiLF価 格 同 左 豪 主茂る仕向地
曲産物 - 12砧2〔l 兵庫 神戸大阪 - - - 福山 尾道明石 兵併
米 5400石 102000 - - -
ま 1500石 24000 同神戸 大阪大 阪松江 米子一 一 - - -
裸 安 - - - - -
其他穀類 - - - - - -
果 爽 250箱 620 - - -
水産物 - - - - 7570
生 魚 - - - 15800斤 1200
塩 干 魚 - - - 5000斤 2250 尾道 下郎糸崎 一兵上衣
月 類 - - - - -
海 草 - - - - -
食 塩 - 105000 4120
飲食物(約 2樫 l 24t〕75 - ◆-●
滑 を態く) 500石 19500 - - -
洋 酒 - - - - -
箇 拍 120石 5占00 - - -
節 - - - - -
茶 1580斤 975 - - - -
飾 話 - - - - - -
糸及綿斬 - - - - - -
商 - - - - - -
放物類その他 - - -
油類及燃料 - - - - 14050
石 油 11 薗 990
石 炭 - ーIE ■ - 58DDt 4150 糸崎 大井田兵雌 神戸大阪尾道
蘇 - - - - -
顔 - - - - - -
材 木 - - - - -
肥 料 - - - - 8250
大 克 柏 - 55000貫 5250
様相 干粕 - - - - -
魚 月巴 - - - - - 10〔】人造肥料 10〔) 150DOA' 5000
その他雑品 - 5500C) - 占00
-171-
大 正 8年
＼ ＼＼ 移 出 移 入故丑 価 格 円同 左蕗 主なる仕出地 数 丑 価 格 円同 左蕗 劫 る仕向地
出 産 物 - 191000 兵店 神戸大阪同神戸 大阪 - - -
栄 560CI石 15480〔) - -
i 1400石 55000 - -
裸 蒙 - - - - -
其 他 殺 頼 - - - - - 糸崎 尾道兵歴尾道 兵庫
果 実 - 1200 - -
水 産 物 - - - - 10500
生 魚 - - 4500
塩 干 魚 1200
月 額 - - - - 500 尾道
海 草 - - - - 500 同
食 塩 - r - 4000 糸 崎I飲 物(前 2種を除く) 2100〔】一 15
洋 酒 -J- i - 大 阪 1I- 800 大 阪
僚 油 100石 5500 - -
酢 - - - - -
罪 - - - - -
稚 詰 - - - 1500コ 500 大 阪姫路
糸 及 絹 類 - - - - 225000
碗 - i 1500石 225000
油類及燃料 - - - - 15700 -
石 油 ー;■ 15DO函 15500 神戸 糸崎大阪
石 炭 - - - 120と 2200 若松兵庫 神戸
薪 - - - -
炭 - -
材 木 - -
肥 料 - - 215〔】0
大 豆 粕 I 2100Drr 12〔lDD
種 粕干 柏 Il 500rr 500 同
魚 肥 -- - -
人 造 肥 料 180CIOrr 9000 大阪 神戸
その他推晶 - - ･--.
- 172-
大 正 9年
＼ ＼ 移 入 移 出改 正 価 格 円 同 左藤 劫 る仕出地 故 丑 価格 円同 左 藤 主漁る仕向地
曲産物 - t154500 兵滞 大阪 - - - 糸崎 尾道兵康
栄 5750石 1125DO - - -
衷 1508石 225C【ユ 同 - - -
裸 変 兵 店
其他穀 類 - 800 - 1ー60(】 -
果 実水産物 700 同神戸 大阪
生 魚 - - - - 5000
塩 干 魚 - - - 1608 尾道 兵庫
月 瓶 - - - SOD 尾 道
海 草 - - - 200 同
食 塩 - - 1580D 4580 糸 崎大 阪姫 路神 戸兵 価阪 神戸
飲食物(前 2種を除く) - 24500 - 1200
滑 酒 550石 245 - -
洋 酒 - - - 1200
僻 油 - - - - -
節 - - - - - -
莱 - - - - - -
錐 話 - - - - -
糸及舶類 - - - - 46□08
A - - - 1200 46000
放物瀬その他 - - - - -
油類及燃料 - - - - 1200
石 油 - - - 1500函 1200
石 朕 - - - - -
節 - - - -→. - -
炭 - - - - - -
材 木 - - - - -
肥 料 - - - - 199(】0
大 豆 柏 - - - 2500 124OQ
種粕干粕 - - - - -
魚 月巴 - -. - - -
人造肥料 - 00 70
その他雑品 ●- - - - -
合 計 - ld1000 1〔ID - 99900 100
-173-
大 正 15年
移 出 移 入
数 丑 価 格 円 同 左 帝 主たる仕出地 数 .Jlri: 価 格円 同 左 蕗 主なる仕向地
虫 産物 ~右 71372 兵 庫 - - - 兵成 下閑
栄 1975 68841 - -
安 200 2551 兵畑 静岡庫 東京姫 路名 古 屋庫 - -
裸 麦 - - - -
其他 級数 - - - - - -
果 実 - - - - -
水産物 - - - - 4771
生 魚 - - - 2555 5484
塩 干 魚 - - - 1187 1287 同兵 庫
月 類 - - - - -
海 草 - - - - - -
食 塩 - - - - -
飲食物(前 2種を除く)冊 酒 1254 16220925427 - -
洋 酒 - - - -
骨 油 414 16575 - - -
節 475 28209 - - -
茶 - - - - -
錐 語 - - - - -
糸及細類 - dO456 - - -
i 5869 56088 - - -
織物軒 の他 15500 4568 - - -
油類及燃料 - 15dD - - -
石 油 - - - - -
石 炭 - - - - -
節 3400 1560 - - -
戻 - - - - -
材 木 - - - - - 108
肥 料 - - - - 5757
大 豆 粕 7500 900
積和 干粕 - - - 455 175■ 同
魚 肥 - - - d55 417 尾 道
人 造 肥料 - - - 3DO5 1267 兵 庫
- 174-























ムー 1 第 1蓑 米の生産苗
生産高㈲ 反 収㈲ 面 攻囲
-T894年(M27) 545 1.55 408








るO作付面材をみると1894年- 1905年の9年間に 140反も増加 してVlることから
水田開発がさかんであったと思われる.
占- 1 節 2衷 変 の 生 産 高
大 麦 小 安 裸 麦
生産高 反 収 作 付 生産高 反 収 作 付 生産高 は 収 作 付
1(9震笥 52(?) 0_75 152 122 0.80 155 0.88I 548
安について貰えることは三租鼎の反収はあTib変 らないことがわかる｡ この時期の重要な
商品作物の綿につVlてみると1895年 (M 28)では作付両村 140反,収皿 965官で
あb 189占年には 1,970官 と浸っている｡資料がをいためその動きをみることができな
いが 1チ05年の主な輸出品目表をみると次の様にそる｡従ってこの時期にかける金川の綿
の生産にかをbの比箕が懸かれていたのではないだろうか｡
6- 1 第 5表 1905年の輸出目標
嘉計＼ 数 丑 価 格
栄 25,ロoo侯 BH OO円l
安 5,000 10,000
綿 2,000耳 2,ロoo
糸 炉 8,000/ 15,000
- 17占-
(B) 1910年代-第一次世界大戦前後-
6- 1 第 4表 徴砕町の米生産高･反収 ･作付面碗
転一､-＼生農 高 】反 収囲 一作簡 放 輔 .-＼＼ 生農 高 反 収毎) 作闇故
1912年大正 1 1,575 1.84 75d 1927年82 1.100 1.94 556
1915T 2 1.424 1.占8 756 1928S 5 1,595 2.80 55占
1914T 5 1.520 1.78 757 19298 4 941 1.70 555
1915T 4 700 1.04 577 1950S S 1,219 2.10 558
191占T 5 1.497 1.95 752 19518 6 992 1.75 581
1917T d 1.059 1.52 722 19528 7 1.75 581
1918T 7 1,156 1.dd 719 19558 8 2,55 429
1919T 8 1,472 2.0る 705 ～
1920で 9 1.575 1.94 690 1945820 612 0.941 640
1921T10 1.509 1.97 678 194dS21 518 0.928 775
1922で11 1,551 1.99 6d8 194722 784 1.587 5占5
1925-T12 1.01ム 1.54 665 1948825 727■ 789
1924T15 1,057 1.67 884 1950824 774
1925T14 1.050 1.占5 592 1949825 1,688 2.10 745
1926 1.75 1951 1,175 1.544! 775
- 177-･
6- 1 第 5表 小麦の生産高 ･反収 ･作付面威
ーヽ4Fk 一. 生 産 甫 反 収 作付面研 ■＼年食-＼ 生 産 商■反 収 作付面群
(石 (石) ( (石) (石) A1251912年大正 1 17[) 1.85 ld5 1925年大正 14 221 1.7占
1915T 2 118 1.07 110 1926昭和元 211 1,76 1.25
1914T 5 57 0.80 50 1927S 2 160 1.15 159
1915T 4 85 1.50 70 1928S 5 520 1.占0 200
1916T 5 80 1.25 67 1929S 4 220 1.20 187
1917T d 87 1.29 67 1950S 5 260 1.60 165
1918T 7 62 1.50 47.8 1951l s d 198 1.20 165
1920で 8 78 1.20 55 1952S 7 258 1.40 170
1921T 9 164 1_15 105 1955S B 525 1.60 527
1922T†o 81 1.00 81 ～
1925Tll 96 1.10 96 1950S25 691l 1.861 416
1924で12 85 1.10 77 195ーS26 t tl 5d9 1.10- 555
6- 1 第 6表 大安の生産高 ･反収 ･作付面朗
＼年代＼＼.生産高一.⊥邑)122 反 収 作付両統 ＼i 生 産 帯一反 収 作付面倒五〕0.88 皮) 年代 ＼ (草)20 (石) (監Lll1912年末_正元 140 1925年大正 14 1一90
1915T 2 100 0,92 110 1928昭和元 20 1_90 ll121914で 5 91 0.70 157 1927S 2 18 1.50
1915T 4 191 1,58 140 19288 5 24 1.90 15
1916で 5 148 1,55 115 1929S 4 48 2.00 24
1917T d 141 1∴28 115 195Ds 5 10 1.60 6
1918T 7 75 1.70 45 8 1.80 5
1919で 8 ld8 1.60 105 1952S 7 6 1.60占 41920T 9 277 1.50 185 1955S 8
1921T10 65 1.10 80 ～
1922Tll 82 1.20 占9 195Ds25 54 1.90 18
1925T12 72 1_20 60 1951bl26 占 1.28 5
- 178-
